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Slide from J. Pfrommer, Fraunhofer IOSB 

https://www.br-automation.com/en-
us/technologies/opc-ua/tsn-and-pubsub/

前回のIVIシンポジウムでは…

他の通信⽅式についてはどう考えているか？
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Slides from openAAS by 
U. Epple / F. Palm, 
RWTH Aachen 

前回のIVIシンポジウムでは…

「I4.0対応」に関して何らかの進展があったか？
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３つの主要な通信⽅式
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それぞれの通信⽅式の概要

n OPC UA – 特にヨーロッパにおいて⼈気のある通信⽅式
u IEC 62451に基づくインフォメーションモデルならびにセキュアな通信をサ

ポートし、⽣産⼯場 などで動的に機械などの設備の設定変更を⾏うといった
ような処理が可能

u クライアント/サーバー アーキテクチャ
u SOAアプローチ (オブジェクト指向モデリング)

n MTConnect – 主に⽶国の⼯作機械メーカーなどに採⽤されている
u リードオンリー (⼀⽅向通信)であり、ステートレス（stateless）なRESTイ

ンターフェースによる容易なインテグレーションをサポート
u 特筆すべき特徴は、主に⼯作機械のための標準化されたデータモデル（名前

、スケール、意味などのような共通定義である「辞書」のようなもの）を提
供している点にある

n DDS – IICのテストベッドで採⽤されることが多い
u 分散型の出版・購読型（ publish/subscribe ）のアーキテクチャーを採⽤し

、遅延が少なく、⾼いスループットで、⽐較的容易にスケールアップするこ
とが可能であるというような特徴がある

u OPC UAがオブジェクト指向であるのに対し、こちらはリレーショナルデー
タモデリング

u ⽶国海軍・国防省での採⽤実績があることから、様々な国の国防ならびに航
空業で採⽤実績がある
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通信⽅式間でのコラボレーションと機能拡張

n 相互連携
uOPC UAとDDS

l OPC FoundationならびにObject Management Group (OMG) は
Collaborative Strategy for the OPC UA and DDS Connectivity 
Standardsを2016年4⽉に発表

uMTConnect とOPC UA 
l MTConnectの標準データモデルを使い、通信プロトコルとして

HTTPの代わりにOPC UAを採⽤するといったような試みも検討され
ている

n OPC UAにおける機能拡張
u出版・購読型（Publish-subscribe）モデルの仕様定義がなされ

ている
u低遅延でより⾼速な通信を可能とするための拡張版イーサネッ

ト規格であるTime Sensitive Network (TSN) のサポートの検
証環境がいくつか欧⽶で構築されている

u I4.0版のインフォーメーション（データ）モデルに関する検討
が⾏われている
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I4.0のゴールとチャレンジ

n ゴール: 共通モデルと標準化によって実現可能となる柔軟
性
u SOA（サービス指向アーキテクチャー）ベースのアプローチ
u明確に定義され、標準化されたセマンティク（システム上の共

通「辞書」）

n チャレンジ: 実現には5年以上かかる
u過渡的な、⼀部のみの標準あるいは複数の標準といったような

状況が続く
uより将来的な⽅向性を意識しつつ、現在あるいは中期的な状況

に対応していく必要がある

n とぎれのないアプローチを採⽤
u I4.0製品のための基準定義を時間軸の⻑さに応じて⾏う
u時間と共に基準・標準をより完全で統⼀したものにしていく
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I4.0製品はどのような基準を満たすべきか？

n 2016年4⽉、ハノーバー・メッセで11⽉に最初の基準を公開す
るという計画を発表



Copyright 2017 (IVI) Industrial Value Chain Initiative

昨年11⽉に発表された２つの⽩書

n 昨年4⽉に発表した通り、昨年11⽉に
ドイツ電気・電⼦⼯業連盟 （ZVEI）
は基準の初版を公表し、また I4.0 コ
ンポーネントに関する⽩書も併せて公
開（現時点ではドイツ語のみ）

u ”Welche Kriterien müssen Industrie-
4.0-Produkte erfüllen?” （「I4.0製品は
どのような基準を満たすべきか？」）

u “Beispiele zur Verwaltungsschale der 
Industrie 4.0-Komponente - Basisteil” 
（I4.0コンポーネントの管理シェルの例ー
基本部分）
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2017年度版I4.0基準の概要

n RAMI 4.0に則って７つの基準区分を提唱
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基準策定における原則

n 基準策定においては、以下のような原則・指針が
ある
u セルフアセスメント（⾃⼰評価）
u シンプリシティ（簡易性）

lそれぞれの企業・組織が各⾃、I4.0製品ならびに製品特性の
基準を⾃分たちで評価できるように、基準はできるだけシン
プルで分かりやすく要点をまとめる

u 共通のラベルは⽤意しない
lそれぞれの企業・組織が各⾃、この基準に準拠していること

を表すラベルを使⽤し、またお客様にこの基準に基づいてい
ることを紹介してよい

u ⾃由・無償で利⽤可能
u 基準策定は独⽴した組織が⾏う

l ZVEIのワークグループ「Models and Standards」
l Plattform Industrie 4.0のワークグループ「Reference 

Architecture and Standards」
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基準の更新サイクル

n I4.0製品の製品特性を含む基準の年間更新サイクル

u年初からは7⽉まで、翌年度版
の基準に含まれるべき項⽬の
希望を集め、9⽉までに基準策
定に関わる検討委員会で検討

u10⽉: 検討委員会の検討を最
終化し、翌年度の基準を決定

u11⽉: 翌年度の基準を⼀般公
開



Copyright 2017 (IVI) Industrial Value Chain Initiative

中・⻑期的視点を考慮した基準策定

n メーカーの対応する上で⼗分な準備期間が取れるように、中期的
・⻑期的な基準（候補）も⽰している

L:Lifecycle where T:Type and I:Instance,
E:Coverage where M:Mandatory, 
O:Optional, (use-Case-dependent possibly Mandatory )
N:Not relevant
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I4.0コンポーネント – Partial Model

u Partial model（部分モデル）は対
応する管理シェルがカプセル化す
るモノのある側⾯（機能・特性）
を表す

u 部分モデルは各側⾯ごとに⼀つの
みになるように標準化することが
望ましい
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まとめ

n IIoT・I4.0で注⽬度の⾼い３つの通信⽅式においても
” Coopetition (コーペティション）” とも⾔える状況
がある

n I4.0対応・準拠製品に関する基準の初版、今後改良し
ていくためのプロセスが提案・発表されました

n 管理シェルなどI4.0コンポーネントに関してより詳し
く例⽰する⽩書も発表されました

n 最後に、ドイツでは毎年春に世界最⼤の展⽰会が２つ
開催されています
uCeBIT（⽇本は今年パートナー国です）
uハノーバー・メッセ
à I4.0の進捗具合を理解する上でよい機会でもあります
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ご清聴ありがとうございました！
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